
 - 40 - 

        

司
会
＝
今
回
は
、
中
南
米
キ
ュ
ー
バ
共
和
国

の
社
会
主
義
の
優
位
性
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
ボ

リ
バ
ル
共
和
国
の
社
会
主
義
建
設
の
前
進
を

学
び
ま
す
。 

 

キ
ュ
ー
バ
を
知
ろ
う 

 

Ｇ
Ｏ
＝
キ
ュ
ー
バ
は
カ
リ
ブ
海
に
浮
か
ぶ
小

さ
な
島
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
ど
ん
な

国
な
の
か
な
？ 

司
会
＝
キ
ュ
ー
バ
へ
行
っ
た
Ｔ
さ
ん
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。 

Ｔ
Ｋ
＝
キ
ュ
ー
バ
は
島
国
で
北
側
は
大
西
洋
、

南
側
は
カ
リ
ブ
海
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
面 

        

積
は
11
万
１
０
０
０
㎢
で
、
人
口
は
約
１

１
２
４
万
人
（
２
０
１
６
年
）。
民
族
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
25
％
、
混
血
50
％
、
ア
フ

リ
カ
系
25
％
（
推
定
）
で
す
。
公
用
語
は

ス
ペ
イ
ン
語
で
す
が
、
都
市
部
や
観
光
地
で

は
英
語
も
通
じ
ま
す
。 

Ｇ
Ｏ
＝
ス
ペ
イ
ン
語
が
公
用
語
と
い
う
こ
と

は
、
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
だ
っ
た
の
。 

Ｔ
Ｋ
＝
１
４
９
２
年
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
、
第
一

次
航
海
時
代
に
キ
ュ
ー
バ
を
発
見
し
、
以
後

４
０
０
年
ス
ペ
イ
ン
が
統
治
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
が
介
入
し
、
１
８
９
２
年

独
立
す
る
が
ア
メ
リ
カ
の
軍
政
下
に
置
か
れ

て
き
た
。 

         

１
９
５
９
年
１
月
１
日
に
カ
ス
ト
ロ
は
、

バ
テ
ィ
ス
タ
軍
を
打
ち
破
り
、
革
命
政
権
を

樹
立
し
ま
し
た
。 

 

革
命
後
、
カ
ス
ト
ロ
は
新
政
権
を
作
り
、

政
治
・
経
済
改
革
に
乗
り
出
し
、
教
育
や
医

療
の
無
料
化
や
公
共
施
設
の
是
正
、
土
地
の

国
有
化
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。
彼
は
ソ
連
邦

と
外
交
関
係
を
結
び
ま
す
。
し
か
し
、
ソ
連

邦
の
崩
壊
と
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
封
鎖
が
あ

り
、
キ
ュ
ー
バ
は
深
刻
な
物
不
足
に
陥
り
ま

す
。
そ
こ
で
互
恵
関
係
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
ボ

リ
バ
ル
共
和
国
か
ら
経
済
の
援
助
を
受
け
て
、

危
機
を
脱
出
し
て
き
ま
し
た
。 

Ｔ
Ｇ
＝
と
こ
ろ
で
、
キ
ュ
ー
バ
の
主
な
産
業
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は
何
で
す
か
？ 

Ｔ
Ｋ
＝
キ
ュ
ー
バ
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
（
製
糖
）

は
世
界
一
で
あ
り
、
輸
出
品
は
砂
糖
・
タ
バ

コ
、
魚
介
類
や
、
鉱
業
品
の
ニ
ッ
ケ
ル
で
す
。

他
は
観
光
業
で
す
。
そ
れ
と
世
界
に
類
を
見

な
い
医
療
体
制
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

Ｓ
Ｋ
＝
先
ほ
ど
教
育
や
医
療
が
タ
ダ
と
あ
り

ま
し
た
が
。 

Ｔ
Ｋ
＝
〝 

タ
ダ 

〟
と
い
う
発
想
自
体
が
、

資
本
主
義
社
会
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
育
っ

た
証
拠
で
す
ね
。
革
命
後
、
女
性
の
社
会
的

地
位
は
著
し
く
向
上
し
ま
し
た
。
無
料
の
医

療
制
度
で
乳
幼
児
死
亡
率
は
１
０
０
０
人
中

１
・
７
人
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
平
均

寿
命
も
伸
び
79
歳
で
長
寿
国
に
な
っ
て
い 

       

ま
す
。 

Ｍ
＝
富
山
栄
子
さ
ん
は
昔
東
欧
留
学
し
た
時
、

「
学
費
、
医
療
、
住
宅
が
無
料
で
し
た
」

「
子
ど
も
の
学
校
も
教
育
費
は
無
料
、
朝
ご

飯
、
昼
の
給
食
が
用
意
さ
れ
、
朝
の
気
持
が

楽
で
し
た
。
私
の
仕
事
は
勉
強
を
一
所
懸
命

す
る
こ
と
と
、
子
ど
も
を
健
康
に
育
て
る
こ

と
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

Ｇ
Ｏ
＝
昼
食
の
他
、
朝
食
も
学
校
で
準
備
さ

れ
て
い
る
、
と
女
性
学
習
会
で
報
告
し
た
ら
、

女
性
の
家
事
か
ら
の
解
放
や
子
ど
も
の
権
利

を
大
切
に
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｍ
＝
さ
ら
に
、
富
山
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
学

習
し
た
り
、
研
究
し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
目

的
は
真
実
を
明
ら
か
に
し
て
、
社
会
的
成
果

を
も
た
ら
し
た
り
、
豊
か
な
生
活
を
皆
が
享

受
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

ん
な
こ
と
を
純
粋
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

Ｔ
Ｇ
＝
日
本
だ
と
良
い
就
職
先
に
就
く
た
め

に
、
良
い
学
校
へ
進
学
さ
せ
る
、
良
い
進
学

塾
へ
通
わ
せ
る
、
で
す
ね
。 

Ｔ
Ｋ
＝
キ
ュ
ー
バ
の
医
師
団
・
医
療
チ
ー
ム

は
世
界
一
で
す
。
特
に
眼
科
医
の
育
成
に
力

を
注
い
で
い
る
そ
う
で
す
。
理
由
は
、
識
字

率
を
上
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医

療
チ
ー
ム
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
被
災
地
に

は
、
い
ち
早
く
派
遣
し
ま
す
。 

Ｉ
＝
例
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
ジ

ャ
ン
グ
ル
の
僻
地
へ
医
師
団
を
派
遣
し
よ
う

と
国
連
で
決
め
て
も
、
他
国
の
医
師
団
は
行

こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
キ
ュ
ー
バ
で
育
っ
た
医

師
団
だ
け
は
、
ど
ん
な
僻
地
で
も
出
向
き
ま

す
。
お
金
を
稼
ぐ
た
め
の
医
療
で
な
く
、
命

を
助
け
る
た
め
の
医
療
行
為
で
あ
っ
て
、
見

返
り
を
求
め
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

Ｔ
Ｋ
＝
日
本
の
医
療
と
大
き
な
違
い
は
予
防

医
学
で
す
。
人
の
命
を
大
切
に
す
る
、
が
根

底
に
あ
り
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
す
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
ド
ク
タ
ー
」
か
ら
「
総
合
病
院
」
ま
で

完
備
し
て
い
ま
す
。 

Ｕ
＝
日
本
も
現
在
、
大
学
病
院
を
頂
点
に

「
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
作
り
、「
開
業

医
」
や
「
診
療
所
」
な
ど
の
担
当
医
院
を
設

カストロ議長 
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け
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
と
は

違
い
ま
す
か
？ 

Ｔ
Ｋ
＝
日
本
の
医
療
は
治
療
医
学
で
す
。
患

者
は
、
何
ら
か
の
症
状
が
出
て
や
っ
と
病
院

へ
行
き
ま
す
ね
。
予
防
医
学
と
は
、
症
状
が

出
て
か
ら
で
は
遅
い
と
考
え
、
定
期
的
に
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク
タ
ー
が
巡
回
し
た
り
、
住

民
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク
タ
ー
に
行
き
、
定
期

検
査
を
繰
り
返
し
健
康
維
持
や
健
康
増
進
に

国
家
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。 

Ｈ
Ｇ
＝
私
の
会
社
で
は
春
、
秋
の
健
康
診
断
、

自
治
体
も
年
一
回
の
健
康
診
断
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
ん
な
レ
ベ
ル
で
は
な
い
の
で
す
ね
。 

  

ジ
ェ
ン
ダ
ー
克
服
の
今
日
は 

 

司
会
＝
女
性
の
社
会
進
出
は
ど
う
で
す
か
。 

Ｔ
Ｋ
＝
２
０
１
５
年
３
月
の
国
際
女
性
デ
ー

時
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で

最
も
女
性
の
地
位
が
改
善
さ
れ
、
進
出
が
目

覚
ま
し
い
の
は
キ
ュ
ー
バ
で
す
。
女
性
が
占

め
る
率
は
、
大
卒
者
の
60

％
、
医
師
の

70

％
余
、
判
事
・
検
事
な
ど
の
専
門
職

66
％
、
科
学
研
究
者
の
49
％
、
全
国
の
地

方
行
政
の
幹
部
の
40
・
２
％
、
政
府
閣
僚

38
％
、
国
会
議
員
の
48
・
８
％
、
等
々
、

国
際
女
性
デ
ー
の
前
日
に
、
キ
ュ
ー
バ
女
性

連
盟
書
記
局
が
報
告
し
て
い
ま
す
。 

Ｕ
＝
安
倍
内
閣
は
、「
す
べ
て
の
女
性
が
輝

く
社
会
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
と
、
昨
年
そ

の
本
部
を
立
ち
上
げ
、
閣
僚
は
片
山
さ
つ
き

氏
（
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）
一
人
で
す
。 

Ｔ
Ｇ
＝
３
年
前
に
「
保
育
園
落
ち
た
、
日
本

死
ね
!!
」
の
投
稿
が
大
き
な
反
響
を
呼
ん

だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
安
倍

内
閣
、
各
地
方
自
治
体
も
「
待
機
児
童
対

策
」
に
打
っ
て
出
た
が
、
公
立
保
育
園
・
幼

稚
園
の
増
設
は
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
民
間
の
施

設
を
増
や
し
、
非
正
規
職
員
の
対
応
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
保
育
の
質
が
落
ち

て
い
る
と
い
う
指
摘
が
出
て
い
ま
す
ね
。 

Ｓ
Ｉ
＝
安
倍
政
権
と
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
後
で

は
女
性
解
放
・
社
会
進
出
は
根
本
的
に
違
う

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

社
会
主
義
の
優
位
性
は
何
！ 

 

司
会
＝
次
に
、
キ
ュ
ー
バ
で
取
り
組
ん
で
い

る
憲
法
改
正
の
内
容
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｔ
Ｋ
＝
今
回
の
憲
法
改
正
草
案
で
取
り
上
げ

ず
、
維
持
さ
れ
た
も
の
は
、
第
３
条 

社
会

主
義
制
度
は
不
可
逆
的
な
も
の
で
あ
る
。
第

５
条 

共
産
党
が
社
会
の
最
高
の
指
導
勢
力

と
す
る
。
第
83
条 

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
無

料
と
す
る
。
第
84
条 

教
育
制
度
を
無
料

と
す
る
。
こ
れ
ら
は
キ
ュ
ー
バ
革
命
後
、

60
年
間
守
っ
て
き
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
憲
法
改
正
草
案
第
１
条
は
次
の
よ

う
で
す
。「
キ
ュ
ー
バ
は
、
法
治
、
民
主
主

義
、
独
立
、
主
権
に
基
づ
く
社
会
主
義
国
家

で
あ
り
、
全
国
民
が
、
全
国
民
の
た
め
に
統

一
さ
れ
、
分
割
で
き
な
い
共
和
国
と
し
て
組

織
さ
れ
て
い
る
」、
と
。
前
文
お
よ
び
２
２

４
条
か
ら
構
成
さ
れ
、
現
憲
法
よ
り
87
条

多
く
、
平
等
権
に
つ
い
て
内
容
が
大
き
く
前

進
し
ま
す
。
結
婚
に
つ
い
て
、「
男
女
の
合

意
」
が
「
二
人
の
個
人
の
合
意
」
と
な
り
、



◆みんなの学習講座 

 - 43 - 

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
の
権
利
を
完
全
に
国
家
が
保

障
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自

治
体
が
よ
り
大
き
な
自
治
権
を
持
つ
こ
と
に

な
る
条
項
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｉ
＝
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
大
切
に
し
、

民
主
主
義
が
よ
り
発
展
す
る
形
を
国
家
が
保

障
す
る
こ
と
で
す
ね
。 

Ｔ
Ｋ
＝
そ
う
で
す
。
草
案
で
は
「
キ
ュ
ー
バ

の
社
会
主
義
的
発
展
の
経
済
社
会
モ
デ
ル
」

お
よ
び
「
２
０
３
０
年
ま
で
の
経
済
社
会
発

展
の
た
め
の
国
家
計
画
」
を
軸
に
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

２
０
１
８
年
７
月
21
日
、
第
９
期
人
民

権
力
全
国
議
会
（
国
会
）
が
開
催
さ
れ
、
現

行
憲
法
の
改
正
案
を
集
中
審
議
し
、
国
会
で

新
憲
法
草
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

２
０
１
８
年
８
月
13
日
か
ら
11
月
15
日

ま
で
、
職
場
、
学
園
、
居
住
地
区
で
13
万

５
千
回
の
討
論
会
を
開
催
し
、
16
歳
以
上

の
有
権
者
、
約
９
０
０
万
人
が
討
論
に
参
加

し
ま
す
。
１
２
０
ヵ
国
の
海
外
在
住
キ
ュ
ー

バ
人
１
４
０
万
人
も
ネ
ッ
ト
で
討
論
に
参
加

と
。
様
々
な
民
主
的
手
続
き
の
後
、
国
会
が

国
民
投
票
を
招
集
。
憲
法
改
正
に
つ
い
て
、

国
民
投
票
が
無
記
名
、
直
接
投
票
で
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
れ
ば
、
憲
法
と
し
て
公
布
さ
れ
る
。

以
上
の
手
続
き
で
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｋ
＝
安
倍
は
日
本
国
憲
法
改
「
正
」
を
、

国
民
を
騙
し
て
、
数
の
論
理
で
押
し
通
そ
う

と
し
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
は
押
し
付
け
で
な

く
、
下
か
ら
民
主
的
に
作
り
上
げ
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
「
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
」
は 

 
司
会
＝
キ
ュ
ー
バ
革
命
か
ら
今
日
ま
で
を
見

て
き
ま
し
た
。
社
会
主
義
社
会
の
優
位
性
を

感
じ
と
れ
た
で
し
ょ
う
か 

 

キ
ュ
ー
バ
と
互
恵
関
係
に
あ
り
、
中
南
米

で
21
世
紀
の
社
会
主
義
社
会
建
設
途
上
の

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
ボ
リ
バ
ル
共
和
国
に
つ
い
て

報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

Ｈ
Ｋ
＝
軍
出
身
の
チ
ャ
ベ
ス
が
１
９
９
８
年

12
月
に
選
挙
で
勝
利
し
、
大
統
領
に
な
っ

て
以
来
、
新
自
由
主
義
の
残
し
た
負
の
遺
産

と
闘
い
、
石
油
公
社
（
Ｐ
Ｄ
Ｖ
Ｓ
Ａ
）
を
真

の
意
味
で
国
有
化
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
得
た

利
益
を
貧
し
い
人
々
を
助
け
、
社
会
保
障
政

策
に
還
元
さ
せ
て
い
ま
す
。
豊
富
な
石
油
資

源
を
背
景
に
積
極
的
な
外
交
を
展
開
し
、
米

国
に
対
抗
す
る
存
在
感
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

18
年
の
５
月
の
大
統
領
選
挙
に
マ
ド
ゥ
ー

ロ
大
統
領
が
再
選
を
果
た
し
、
米
国
の
経
済

制
裁
・
軍
事
的
脅
威
と
闘
い
な
が
ら
独
自
の

社
会
主
義
を
め
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。 

Ｕ
＝
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
日
本
の
面
積
の
約
２
・

４
倍
を
有
し
、
人
口
は
３
１
０
２
万
人
（
２

０
１
８
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
首
都
は
カ
ラ
カ
ス

で
、
首
都
人
口
２
９
０
万
人
（
２
０
１
１
年
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国
立
統
計
院
）
で
す
。 

 

主
な
産
業
は
、
鉱
業
（
石
油
、
鉄
鉱
、
ボ

ー
キ
ナ
イ
ト
）、
石
油
化
学
、
製
鉄
、
ア
ル

ミ
製
錬
な
ど
で
す
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
世
界
有
数
の
石
油
産
出
国
で
あ

り
、
経
済
は
石
油
収
入
に
大
き
く
依
存
し
て

い
ま
す
。
石
油
埋
蔵
量
は
世
界
一
位
と
言
わ 
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れ
て
い
ま
す
。 

れ
、
さ
ら
に
、
天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
量
は
世
界

８
位
で
あ
り
、
そ
の
他
に
も
、
鉄
鉱
石
、
ボ

ー
キ
サ
イ
ト
、
金
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
等
を
豊

富
に
産
出
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
さ
に
資
源
大
国
で
す
が
、
第
二
次
産
業

が
乏
し
く
、
生
産
に
携
わ
る
労
働
者
が
少
な

い
た
め
に
、
社
会
主
義
社
会
の
建
設
に
苦
労

し
て
い
ま
す
。 

Ｍ
＝
石
油
工
場
の
労
働
者
も
、
不
安
定
雇
用

者
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
従
っ
て
労
働

組
合
の
活
動
や
組
織
さ
れ
訓
練
さ
れ
た
労
働

者
も
多
く
は
な
く
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

独
裁
」
と
い
う
形
態
は
と
れ
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
人
々
は
参
加
型
民
主
主

義
の
自
治
組
織
「
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
と
い
う
共

同
体
を
組
織
し
て
、
直
接
民
主
主
義
を
育
み

な
が
ら
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
を
支
持
し
、
欧

米
か
ら
の
経
済
戦
争
や
世
界
資
本
主
義
各
国

の
妨
害
と
粘
り
強
く
闘
い
続
け
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｋ
＝
日
本
の
民
主
主
義
は
、
地
域
の
町
内

会
や
自
治
会
に
し
て
も
、
ま
た
職
場
の
労
働

組
合
に
し
て
も
、
直
接
的
で
な
く
、
間
接
的

に
役
員
に
お
任
せ
主
義
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
職
場
で
組
合
役
員
を
や
っ
て
い
た
時
に

は
、
定
期
的
に
「
職
場
集
会
」
を
開
き
、
組

合
員
の
不
平
不
満
や
要
求
を
話
し
合
い
、
ど

う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
一
緒
に
考
え
行
動

す
る
よ
う
に
し
て
き
た
。
三
池
労
組
で
は
、

担
い
手
を
中
心
に
し
た
学
習
闘
争
、
職
場
・

地
域
に
お
け
る
五
人
組
運
動
、
家
族
ぐ
る
み

の
た
た
か
い
が
一
体
に
な
っ
て
取
り
組
ま
れ

た
と
思
う
。 

司
会
＝
Ｓ
Ｋ
さ
ん
か
ら
貴
重
な
経
験
と
提
起

が
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
と
い
う

下
か
ら
の
民
主
主
義
の
確
立
に
つ
い
て
は
、

12
月
号
の
ま
と
め
の
時
に
深
め
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 

新
自
由
主
義
と
の
闘
い 

 

次
に
、
ア
メ
リ
カ
や
資
本
主
義
各
国
は
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
社
会
主
義
建
設
を
圧
殺
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
ね
。 

Ｓ
Ｉ
＝
昨
年
の
国
連
演
説
で
ト
ラ
ン
プ
米
国

大
統
領
は
、「
現
在
、
例
え
ば
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
に
お
い
て
人
間
と
し
て
の
悲
劇
を
見
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
２
０
０
万
以
上
の
国
民

が
社
会
主
義
の
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
と
キ
ュ
ー

バ
の
支
援
者
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
苦
境

を
逃
れ
る
た
め
国
外
に
脱
出
し
た
。
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
は
、
か
つ
て
は
こ
の
地
球
上
で
も
っ
と

も
豊
か
な
国
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今

で
は
、
社
会
主
義
が
石
油
に
恵
ま
れ
た
こ
の

国
を
破
滅
さ
せ
、
国
民
を
悲
惨
な
貧
困
状
態

に
追
い
込
ん
だ
の
だ
。
国
連
総
会
に
参
集
し

た
国
々
に
は
、
米
国
と
と
も
に
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
で
の
民
主
主
義
の
回
復
を
要
求
す
る
声
を

マドゥーロ大統領 
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あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
現
在
、
米
国
は
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
弾
圧
体
制
に
対
し
、
追
加
で
制

裁
を
課
す
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
マ
ド
ゥ

ー
ロ
側
近
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
制
裁
の
主
対

象
だ
。」
と
演
説
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領
は
〝

闘
っ
て
い
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
民
の
真
実
を
伝

え
る 

〟
た
め
に
、
国
連
に
き
た
と
述
べ
、 

「
昨
日
、
米
国
大
統
領
は
、
国
連
総
会
と
い

う
法
の
聖
域
、
国
際
的
な
合
法
の
場
に
お
い

て
、
我
が
国
に
対
し
て
新
た
な
制
裁
、
思
い

上
が
っ
た
経
済
・
金
融
制
裁
を
課
す
と
発
表

し
た
。
国
際
連
合
機
関
は
、
優
位
的
な
通
貨

ド
ル
を
利
用
し
て
の
一
方
的
な
制
裁
、
金
融

上
の
迫
害
は
国
際
法
の
観
点
か
ら
は
違
法
で

あ
る
、
と
い
う
事
が
分
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
？
」「
昨
日
、
ま
さ
に
こ
の
場
で
米
国
大

統
領
は
、
介
入
主
義
の
お
ご
っ
た
世
界
の
裁

判
官
、
党
、
警
察
と
し
て
再
び
高
潔
な
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
国
民
を
攻
撃
し
た
」
と
反
撃
し
、
最

後
に
こ
う
述
べ
ま
し
た
。「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
、

今
、
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
強
く
な
っ
て
い

る
。
抵
抗
の
仕
方
を
学
ん
だ
し
我
々
自
身
の

社
会
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
21
世
紀
の
社
会

主
義
革
命
の
建
設
に
邁
進
し
続
け
る
覚
悟
が

で
き
て
い
る
。
全
世
界
に
向
っ
て
、
そ
の
こ

と
を
宣
言
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

Ｔ
Ｋ
＝
日
本
で
は
、
民
間
の
テ
レ
ビ
が
「
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
・
崩
壊
す
る
医
療
現
場
」
と
い
う

番
組
を
放
送
し
ま
し
た
。
デ
ノ
ミ
で
難
民
と

な
っ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
や

ブ
ラ
ジ
ル
に
押
し
寄
せ
、
首
都
カ
ラ
カ
ス
の

国
営
病
院
で
は
医
薬
品
が
不
足
し
、
医
師
は

国
外
に
脱
出
し
手
術
も
満
足
に
受
け
ら
れ
な

い
。
水
不
足
で
ト
イ
レ
が
機
能
し
て
い
な
く

て
悪
臭
が
ひ
ど
い
な
ど
と
い
い
、
マ
ド
ゥ
ー

ロ
大
統
領
が
贅
沢
を
し
て
い
る
と
い
う
映
像

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ブ

ル
ジ
ョ
ア
の
常
と
う
手
段
で
、
一
部
を
映
し

て
全
体
化
す
る
手
法
で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
医

薬
品
類
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
等
の
妨
害
が
あ

り
困
難
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
耐
え
各
国
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
生
産
性
を
あ
げ
る
努

力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
お

け
る
民
主
主
義
を
守
る
最
大
の
力
は
、
コ
ミ

ュ
ー
ン
で
す
。
組
織
さ
れ
た
労
働
者
、
農
民
、

商
工
業
者
の
力
で
、
強
大
な
民
主
主
義
を
守

る
。
大
統
領
の
政
策
を
守
る
彼
ら
自
身
の
力

で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
武
装
蜂
起
を
伴

わ
な
い
社
会
主
義
革
命
の
展
望
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

Ｓ
Ｉ
＝
最
後
に
、
世
界
の
支
配
階
級
は
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
で
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
社
会
主
義
革

命
を
圧
殺
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
隣
国
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
極
右
政
権
が
誕
生
し
、
大
変
困

難
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
は
社
会
主
義
革
命
を
成
功
せ
ん
と
ま
さ

に
熾
烈
な
階
級
闘
争
が
闘
い
つ
く
さ
れ
て
い

ま
す
。 

司
会
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
い
よ
い
よ
テ
キ
ス
ト 

第
一
章

〔
空
想
的
社
会
主
義
〕
の
内
容
に
入
り
ま
す
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
何
を
訴
え
た
か
っ
た
の
か
、

全
体
像
を
つ
か
み
ま
す
。
そ
の
後
、
空
想
的

社
会
主
義
者
が
現
れ
る
歴
史
的
背
景
―
啓
蒙

思
想
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。 


